天津市高等教育自学考试课程考试大纲

课程名称：高级日语（一）          　　（2011年7月修订版）                 课程代码：0923

天津市高等教育自学考试课程考试大纲

课程名称：高级日语（一）                                        课程代码：0923

第一部分 课程性质与设置目标
一、课程性质与特点

本课程是高等教育自学考试日语（本科）专业所开设的必修课程。本课程是贯穿本科阶段全过程的中心课，又是理论与实践相结合的基础课程。

二、课程设置目的与要求

课程设置目的：通过144学时的助学，考生应达到日语能力考试N2的水平。能正确掌握相应水平的语法、句型、词汇的基本知识，能掌握读、写、译的基本技能。为高级日语（二）的学习打好基础。

第二部分 考核内容与考核目标

第１课至第4课

一、学习目的和要求

通过学习使考生掌握单词、外来语、固定短语、习惯搭配以及基本语法规则使用的情况。要求考生能运用句子结构知识、提高阅读理解的能力，同时要求考生对文章结构、中心思想的理解与掌握。

二、考核知识点

考试的内容主要包括《高级日语》（上册）的单词、句型以及1至4课的主文。

能力层次要求：能识记400个基本单词的意思、词性及用法，掌握4课主文中出现的惯用语、外来语和30个基本句型。应掌握文章的作者简单生平及作品的时代背景；能正确理解上述的固定短语和句型的语法定义。能正确使用学过的词汇、固定短语以及句型进行一般题材的会话，听懂语速中等一般题材且句子结构比较复杂的听力材料。能用日语对课文内容进行归纳、概括。复述且无大的语法错误。
识记 
重要词汇  何が何やら…。（一般）     どうにか…。（一般）  
いわば…。（一般）         ～ながらの（体言）（一般）
主要句型

 ～べきである。（一般）             ～に限る。（一般）
～に及ばない。（一般）           ～はずである。（一般）
～ごとくに…。（一般）           ～こそ…。（重点）
～つつある（一般）              ～からなる…。（一般）
～ほかない。（一般）             ～を～とした（体言）
理解  认识日本人“沉默是金”的文化背景
日本建筑的特点，长句以及段落结构分析。

应用  ～何となく…。（重点）
～というのは…。（重点）～というよりも、むしろ…。（重点）
あたかも～ような感じ…。（重点）～のでは、…。（重点）
～か、といえば…。（重点）～うと～うと…。（重点）
～にこしたことはない。（重点）         ～といっていいほど…。（重点）
～もする…。（重点）                   ～ずにすむ。（重点）
～を別にして…。（重点）               ～割には…。（重点）
～ごしに…。（一般）                   ～かと思うと…。（重点）
第５课至第８课

一、学习目的和要求

    考生应掌握四课的单词、固定短语、习惯搭配以及基本语法规则使用的情况。要求考生能运用句子结构知识、提高阅读理解的能力，同时要求考生对文章结构、中心思想的理解与掌握。

二、考核知识点

考试的内容主要包括4课出现的语法和词汇。能力层次要求识记400个基本单词，掌握4课主文中出现的惯用语、30几个基本句型。应掌握文章的作者简单生平及作品的时代背景；能正确理解上述的固定短语和句型的语法定义。能用日语准确对课文内容进行归纳、概括。对给予的题目，能运用上述4课的单词和30个句型写出内容连贯且无大的语法错误的文章。
识记  ～でしかない。（一般）               （体言）めいた（名詞）…。
～たらしめる。（一般）
                それはそれでよい。（一般）
～ほど～ない。（一般）               （名詞）だらけ…。（一般）
いくら～しても…。（一般）
～ねばならぬ。（一般）
理解  注意作品中登场任务的心理活动，读懂什么才叫真正情的友谊，领会战争中无辜受害者的悲惨遭遇。长句分析以及段落结构。
应用  （動詞未然形）ざるをえなかった。（一般）
なんとか…。（重点）                ～ばいいのに。（重点）

～しかない。（重点）                ～に反して…。（重点）
～からこそ…。（重点）              ～ばこそ…。（重点）
（動詞連用形）よう…。（重点）        ～なしに…。（重点）
～たものの…。（重点）              ～ようとすると、…。（重点）
～うちに、…。（重点）              ～てみせる。（重点）
第９课至第12课

一、学习目的和要求

    掌握词汇、惯用短语、固定搭配形式。要求考生运用基本语法规则，分析句子结构、提高理解能力，同时要求考生对文章结构、中心思想的理解与掌握。

二、考核知识点

主要包括本单元4课教材出现的基础词汇单词和句型。

能力层次要求：能识记300个基本单词的意思、词性及用法，掌握课文出现的词汇和惯用短语和20个常用句型。能正确使用学过的词汇、固定短语以及句型。能用日语对课文内容进行归纳、概括。
识记  ～たところ…。（一般）             ～たうえで…。（一般）
どんなに…か。（一般）             ～ゆえに、…。（一般）
～わけはない。（一般）             ～らしい。（一般）
～ために…。（一般）                     ～のみか…。（一般）
～なり～なり…。（一般）
理解  深入体会儿童文学的特色、语言表达和内心世界。理解日本人独特的季节观。

学习诸多惯用词、分析复句以及多重复句和分析文章的段落结构。
应用  ～とは…。（重点）               ～までには…。（重点）
～っていう…。（重点）           ～にしては…。（重点）
～はおろか…。（重点）           そうかといって…。（重点）
以外には…ない。（重点）         ～ずにこうた（重点）
それなりの…。（重点）           ～だけに…。（重点）
～かねない。（重点）             ～を前にして…。（重点）
第13课課至第16课

一、学习目的和要求

    本单元考生应掌握词汇、固定短语、习惯搭配。运用语法规则，理解文章内容、掌握文章的结构与中心思想。达到提高阅读理解能力的目的。能正确理解上述的固定短语和句型的语法定义。能够分析文章的段落大意，能读懂日语能力N2水水平的读物。会正确分析长句子。

二、考核知识点

主要包括本单元出现的词汇、句型以及惯用语。

能力层次要求：能识记500左右基本单词及用法，掌握本单元中的惯用语和20余个基本句型。能用日语对课文内容进行归纳、概括。能运用词汇和句型写出内容连贯且无大的语法错误的文章。
识记  ～さえ…。（一般）                   ～からこそ…。（一般）
～せい。（一般）                     ～がたい。（一般）
～につれて…。（一般）               必ずしも…ない。（一般）
～に至った。（一般）                 ～にすぎない。（一般）
～とする。（一般）                   ～にほかならない。（一般）
理解  准确理解媒体在生活中的作用，学会正确对待媒体。认识信息的内涵，认识信息给我们带来的危害。深刻认识人与机械的关系。分析句子结构、文章表达手法的特点以及段落结构，学会拆译长的日文句子。

应用  ～もいれば、～もいる。（一般）           ～からといって…。（一般）
～ことになる。（重点）                  ～にしても…。（重点）

（動詞未然形）ずにはいられない。（重点）  ～なしには…。（重点）
～にとっては…。（重点）                ～をもとにして…。（重点）
～やってみては（繰り返し）（重点）      ～に限っての…。（重点）
～かのように…。（重点）                ～ことなく…。（重点）
第17课至第20课

一、学习目的和要求

    本单元学习教材中出现的4课的词汇、外来语、惯用搭配短语以及句型。要求运用基本语法规则分析长句、复句、多重复句。考生须运用句子结构知识，很好掌握课文的内容、文章结构以及文章的中心思想。应掌握文章的作者简单生平及作品的时代背景。能正确理解上述的固定短语和句型的语法定义。能看懂与日语能力考试N2水相当水平的读解内容，能正确分析长句子、能够通过阅读，掌握文章的中心思想。

二、考核知识点

考核的内容主要包括本单元出现的词汇、语法、句型。

能力层次要求：能识记300左右基本词的词义、短语以及句型。掌握本单元出现的词汇和惯用语以及20个左右的基本句型。能正确使用本单元的常用词汇、固定短语和句型。能对本单元的课文内容进行归纳、概括。
识记  ～だけでじゅうぶん…。（一般）         ～するがいい。（一般）
～に対し…。（一般）                   ～度に…。（一般）
～てこそ…。（一般）                  

理解  理解对声音的特殊感觉，学习语言对人际关系的作用，学习日语短歌和俳句的基础知识，学会分析多种结构的句子。

应用   ～にもわたって…。（重点）           ～とともに…。（重点）
～うにも～ない。（重点）              今～だって…。（重点）
仮に～ても…。（重点）                 ～ことにしている。（重点）
～ところによると…。（重点）          ～まいとする。（重点）
～ながら（表示转折关系）…。（重点）  ～なりに…。（重点）
第三部分 有关说明与实施要求

一、考核目标的能力层次表述

本大纲在考核目标中，按照“识记”、“理解”、“应用”三个能力层次规定其应达到的能力层次要求。各能力层次为递进等级关系，后者必须建立在前者的基础上，其含义是： 

识记：能知道有关的名词、概念、知识的含义，并能正确认识和表述，是低层次的要求。

理解：在识记的基础上，能全面把握基本概念、基本原理、基本方法，能掌握有关概念、原理、方法的区别与联系，是较高层次的要求。

应用：在理解的基础上，能运用基本概念、基本原理、基本方法联系学过的多个知识点分析和解决有关的理论问题和实际问题，是最高层次的要求。

二、指定教材

《高级日语》（上册）  赵文华、张秀华等  南开大学出版社  2004年

三、自学方法指导

    1、考生应该仔细阅读主文的各个句子、段落，做到会分析句子的成分。

    2、通过通篇阅读文章理解各个段落之间的关系，并能够找出段落以及文章的主题。

    3、要求做到真正理解并会使用课文主文中出现的单词、句型、固定短语。

4、课后考生应自觉地完成“自我挑战”练习，以便巩固所学的知识。

四、对社会助学的要求

    1、辅导时以本大纲为依据，以指定教材为基础，以主文为中心。授课教师必须做到熟知考试大纲提出的总要求和各课的知识点。

2、注意突出重点，引导学生掌握各知识点。为了培养考生实际应用能力，课堂上要加强训练的强度，对于课文中出现的句型反复进行替换、复述等练习。

3、助学应提倡“认真自学教材，积极参加辅导”的方法，每次学习新课要求考生提前预习、自查辞典，独立解决词汇问题。

4、辅导时，教师的讲授应突出重点、侧重难点，应运用例句通过对比的方法讲解类义语以及易混淆的句型

5、助学学时：本课程8学分。总助学时间不少于144 学时。每课的助学时间不少于7学时。其中每课词汇讲解约2学时，语法讲解2学时，句子分析、文章中心思想等讲解约2学时，练习答疑约占1学时。

五、关于命题的若干规定

1、本大纲各章所提到的内容和考核目标都是考试内容。试题覆盖到章，适当突出重点。
2、试卷中对不同能力层次的试题比例大致是："识记"为20%、"理解"为40％、"应用"为40％。

3、试题难易比例大致为2：3：3：2，即容易的试题占20%，比较容易的占30%，比较难的占30%，难题占20%。

4、每份试卷中各类考核点所占比例为：重点占65%，次重点占25%，一般占10%。

5、试题问题项主要包括汉字注音、选择题、固定短语、句子重新组合、代词的指示内容、段落的分析与。总结一段文章的中心主题、中日文的互译以及和歌、俳句的释义等。

6、考试采用闭卷笔试，考试时间150分钟，采用百分制评分，60分合格。
六、题型示例

（一）次の下線の漢字に振り仮名をつけ、片仮名を漢字に直しなさい。　【読み名】

１．情緒が安定していない

２．義務を怠る
３．彼のシュウネンにはほとほと感心しています。
４．脱出のためシックハックしているます。

（二）次の言葉を中国語に訳しなさい。　　　　　　　　　　　　　　【慣用語】

　　１.途方にくれる

　　２．ただほど高いものはない。

（三）次の文の下線部の外来語を中国語になおしなさい。　　　　　　【外来語】

　　　１．日本のタレントを招いてきました。

　　　２．論よりプロセスを重視しなければなりません。　

（四）次の語句の意味に当たる文をａ.ｂ.ｃ.ｄから一つずつ選びなさい。【語句の理解】

　　　１．どこにいても公害病患者の話を聞かされたのにはうんざりした。

　　　　　　ａ.もうたくさんだという気持ちになった。

　　　　　　ｂ.思いもよらなかったので落胆した。

　　　　　　ｃ.あまりにも意外なことでがっかりした。

　　　　　　ｄ.めずらしくて興味を持つようになった。

（五）次のａ.ｂ.ｃ.ｄから適当なものを選び、（　　　）に埋めなさい。【ブランク埋め】

　　　１．公害が生まれた（　　　）、産業や経済の発達を百悪の根源のように言う。
　　　　　　ａ．からには　ｂ．ものから　ｃ．からといって　ｄ．わりに
２．親の心配を（　　）遊んでいる。

　　　ａ．をよそに　ｂ．はやはり　ｃ．をかぎりに　　ｄ．はもとより

３．(以下略す)

（六）次の各文の順序を番号で並べ替えなさい。　　　　　【文型応用】

(一)次の文の　★　に入る最もよいものを、a．b．c．dから一つ選びなさい。

1.抗議しない人間は、　　　　★　　　　　　　のできない人間なのである。

a. 対しても　　b．納得　　c．真実に　　d．心から

　   答：a

２．言葉が通じる　★　　　　　　　　　　と思い込むことになる。

a．かえって　　ｂ．自分の心と同じ　ｃ．からこそ　　ｄ．相手の心も

     答：a

(二)次のＡＢＣの文は、それぞれ下線①②③のどこに入れたらいいか。番号で答えなさい。
私は出発する前鎌倉の姉の家に泊まった。①　　　　　　。②　　　　　　　　　　。

③　　　　　　　　　　　　　。私もその通りにして国際的な日本人になることを固く決心する。…。

Ａ　親切な姉は私にいろいろなこと教えてくれ、特に女性に親切にするように忠告した。
  Ｂ　姉は以前に数年間もドイツで暮らして西洋のマナーをよく知っている国際人     であったからである。
  Ｃ  私は音が出ないようにスープをオサジですくって喉に流し込むコツを稽古する。
　　　　②　　　文　　　③　　　文　　　④　　　文

（七）、次の古文を現代日本語に直しなさい。

帰り来む　御魂と聞かば　凍る夜の　千代も御墓の　石いだかまし

現代語訳文：あなたの魂が帰ってくるものならば凍りつく寒い夜を千夜でもあなたの墓を抱きしめましょう。

（八）次の問題を読んで、後の問いに答えなさい。

地球上での人間活動の影響によって、今生態系の破壊が、驚くほどの速さで進んでいるし、環境汚染は、地球の隅々にまで及んでいる。地球上の水も大気も生物界も、文字通り①危機にひんしているのである。まさに地球規模の環境問題は、今一刻を争うほどさし迫った状況にあるといってもいいだろう。その中でも、地球大気の環境に関しては、地球温暖化が解決を急がなければならない問題になっている。

なぜそのような地球温暖化の現象が起き始めているのか。それは第一に地表で人間が化石燃料を大量に消費する結果、大気中の　②　が増え続けていることによる。　

また、各地で森林破壊が急速に進んでいるために、植物による二酸化炭素がの吸収量が減り、結果として大気中の　②　濃度を増加させているという分けである。なお、二酸化炭素のほかに、フロンガスやメタンガス、亜酸化窒素などの微量ガスも、温室効果をもたらすものとされている。

　Ａ　、③純粋な自然現象というのは、④ある方向へ進めば必ず後戻りをするのだが、人間がその活動によって環境に与えている影響は、決して⑤後戻りをせず、一方向に進むだけだということを忘れてはならない。例えば、二酸化炭素にしても、フロンガスにしても、このままの状態が続けば、大気中に加わる一方であって、どんな技術を駆使しても元の状態に復することはありえない。人間活動による影響の非可逆性というい基本的認識は、地球規模の環境問題全体に通ずることでもあろう。

IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の報告によると、原罪のペースで温室効果ガスの増加が続けば、二十一世紀末までに、地球の平均気温は約三度上昇するであろうと予測されている。　Ｂ　、大規模な気候変動や海水面の上昇による沿岸都市の  浸水被害などが予想されるとして、今のうちに可能な限りの対策をとる必要があるという共通の認識が生まれるに至った。

また、先に触れた地球上の森林破壊の問題であるが、これも今猛スピードで進んでいる。中でも東南アジアや中南米、西アフリカなどの⑥熱帯林に集中している。地球規模で見ると、熱帯林の破壊が極めて大きな問題なのである。というのも、一九八一年から九十年までの十年間で、毎年平均一五四〇万ヘクタールの熱帯林が消滅したからである。これは、日本の本州の面積のほぼ四割に相当する。

（略）。
問１　　Ａ　、　Ｂ　に当てはまる言葉を次から選びなさい。   　　【接続語】

　　　　Ａ：ａ．そのうえ　　ｂ．その意味で　　ｃ．ところで　　　ｄ．それに対して

　　　　Ｂ：ａ．その結果　　ｂ．それなのに　　ｃ．言い換えれば　ｄ．いずれにせよ

問２　①危機にひんしているとは、どういう意味か、適切なものを次から一つ選び 

          なさい。                                              【語句の意味】

　　　　    ａ．徐々に危ない状態になる　　　ｂ．危ない状態がさし迫っている

　　　　    ｃ．危ない状態が長く続いている　ｄ．危ない状態から抜き出している

問３　地球温暖化の原因として筆者は具体的にどのようなことを挙げているか。適

          切なものを次から一つ選びなさい。　                    【内容理解】

            ａ．生態系の破壊が進行してきていること

            ｂ．地球規模の環境問題が取り返しのつかない状態にあること

            ｃ．各地で森林破壊が急速に進んでいること

            ｄ．人間が化石燃料を大量に消費していること

問４　　②　には、共通の言葉が入る。適切な言葉を文章中から五字以内で抜き出しな

さい。                                         　　　　   【適語補充】

問５　③純粋な自然現象とあるが、…………。　　    　　          【内容理解】

問６　④ある方向へ進めば必ず後戻りをするとは、         　　     【内容理解】

　　　　　  ａ．常に不変であるということ　

    　　　  ｂ．変化が激しいものであるということ

　　　　　  ｃ．バランスが保つ動きがあるということ　

　　　　　  ｄ．釣り合いがとれなくなるということ

問７　⑤後戻りをせず、一方向に進むとあるが、筆者はこのような性質を何と言っ

          ているか。文章中から五字以内で抜き出して書きなさい。 【内容理解】

問８　⑥熱帯林に集中しているとあるが、何が集中しているのか。文章中から５字

          以内で抜き出して書きなさい。                         【内容理解】

問９　熱帯林の破壊はとどのつまり何のために行われているのか。適切なものを次

          から一つ選びなさい。                                 【内容理解】

　　　　    ａ．森林をやいた灰を肥料にして売るため

　　　　    ｂ．耕作ができる土地にするため

　　　　    ｃ．恩恵をもたらさない森林をなくすため

　　　　    ｄ．貧困な国民に土地を与えるため

問10　熱帯林がどのような経過をたどって破壊されていくのか。それを述べられている連続した二文を文章中から抜き出し、その初めと終わりの五字をそれぞれ書きなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【内容理解】

　　　　    初めの５字：　　　　　  終わりの５字:　　　　　｡　

問11　次の問に答えなさい。

　（１）この文章を二つのまとまりに分けた場合、後のまとまりの部分はどこから

        か。初めの五字を抜き出して書きなさい。

　　　　初めの５字：　　　　　

（２）（１）で分けたまとまりごとに小見出しをつけたい。つぎの空欄に当てはま

        る言葉を、文章中から①には五字、②には三字抜き出して書きなさい。

　　　　  ①初めのまとまり５字：　　　　　の問題【内容区分と小見出し】

　　　　  ②次のまとまり５字：　　　　　の破壊

（九）次の日本語を中国語に訳し、中国語を日本語に訳しなさい。　　【長文の翻訳】

 １．冬は冬で、日本海側は汽車が豪雪に立ち往生しているのに、太平洋岸は空っ風が吹きまくる。梅雨ともあれば、すべてが湿っぽく気分までじめじめしてしまう。とにかく、被害もよく受けますが、恩恵も大きいという具合に、生活が気象に左右されることが多いのです。

２．说起艺术家和大众的关系是相当难的问题。但是，最根本的是得有刚才所说的那种情形。艺术创造者和观众,听众之间必须要有这种心灵的沟通。
